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i,･ = au,･- bv,･-u言+Kl(面一u,･),
i,j- Cuj-dvJ･+K2(17-vj),
〟






































































滋 = au_bv_ u3










































句. -au,･-bv,.- u,q+Kl(面一 uj),
i,3･- Cuj- dv3･+K2(面一vJ･)+E･
とすると､a-0.6,a-1,C-2,a-1,K1-0,K2-3,E-0.2に対してpiin～0.1,pmBLX ～0.4､
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Proponion
図3:1クラスタ状態および2クラスタ状態に対す 図4:K2=0.5>0.25の場合の500回のランダム
る典型的な相図｡領域 Aの2クラスタ状態は存在 な初期条件から選択される比率の分布｡
しない｡領域Cの2クラスタ状態は不安定であり､
実現しない｡領域 Bの2クラスタ状態は安定であ
り､この中のいずれかが選択される｡
(a) Il
よ,_:
図5:(a)図2の終状態の一方のクラスタを取り除いたものを初期条件とした時間発展｡〝2=0.3051個の
ユニットは急速に原点に集合したあと､再び適切な比率の2クラスタ状態を形成している｡(b)初期分布｡
斜線で示されるクラスタに属する49個のユニットは取り除かれた｡(C)T=500における分布｡
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